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方向性 具体的取組み 目標

① 地域課題の
見える化・共有

② 具体的な
連携策の検討

③ 基本計画
策定や再編等
に係る施設整備
への支援等

○ 現行構想の推進及び新たな構想の検討準備

○ 地域医療構想アドバイザーによる助言及び研修会の開催

〇 地域医療提供体制のデータ分析体制の構築

○ 地域の課題解決に向けた方策検討に要する経費の補助

○ 再編等に関する基本計画策定への補助

○ 再編等を行う医療機関の施設設備整備への補助

○ 不足する病床機能への転換に対する補助

地域医療構想アドバイザー 1,638千円

地域医療構想調整会議   9,285千円

医療機能分化・連携調査研究支援事業   2,000千円

病床機能再編推進事業（ソフト）    9,972千円

病床機能再編推進事業（ハード）   10,547千円

病床機能転換整備事業   135,360千円

地
域
ご
と
の
取
組
み
段
階
に
応
じ
て
支
援

各圏域における
議論・取組みの
状況の検証・分
析

民間医療機関も
含めた医療機関
の具体的対応方
針に基づく取組
の推進

再検証対象医療
機関の具体的対
応方針に基づく
取組みの推進

回復期病床機能強化事業  30,500千円

上記の他、病床機能分化・連携推進事業に係る事務費  26千円
療養病床転換助成事業（国庫負担事業） 18,000千円（法定負担金）

病床機能再編支援事業(ダウンサイジング) 344,280千円

Ｒ７当初予算要求内容 581,008千円

感染症対応をとおして
確認された公立・公的
医療機関が担うべき役
割等も踏まえつつ検討

R6：526,504千
（+54,504千円）

地域医療データ分析体制構築事業  19,400千円
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令和７年度（２０２５年度）地域医療構想関係の主な事業について①
第１６回菊池地域医療構想

調整会議
（令和7年７月30日）資料７

（一部修正）



令和７年度（２０２５年度）地域医療構想関係の主な事業について①

病床機能再編推進事業（ソフト）     9,972千円

病床機能再編推進事業（ハード）    10,547千円

複数の医療機関で行う病床機能の再編に対して、再編に関する基本構想・計画策定を補助する。

（上限額）5,000千円

複数の医療機関で行う病床機能の再編に対して、再編に伴う施設・設備整備費用を助成する。
［例］病室から相談室への改修、訪問診療車の購入 など

（補助率）1/2 ※「重点支援区域」の場合は3/4

Ｒ元年度創設

Ｒ２年度創設

医療機能分化・連携調査研究支援事業   2,000千円

医師会等が行う将来の病床機能及び外来機能の分化・連携に関する調査・研究を補助する。
［例］二次救急医療病院での応需率改善のための救急医療体制調査（救急医療機関・消防本部に対し調査）など

（上限額）2,000千円

Ｒ２年度創設

地域医療介護総合確保基金（医療分）を活用して県で予算化した地域医療構想関係の主な事業概要は以下のとおり。
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病床機能再編支援事業 344,280千円

地域医療構想調整会議の合意を踏まえて行う医療機関の自主的な病床の再編や削減に対し、病床の削減数に
応じた給付金（1,140千円～2,280千円／１床）※1を交付する。

（補助率）10/10 医療介護基金積立てに係る負担割合＝国10/10
（病床機能再編支援事業以外は国2/3、県1/3）※1：病床稼働率に応じて１床あたりの単価が変動

Ｒ２年度創設

第１６回菊池地域医療構想
調整会議

（令和7年７月30日）資料７
（一部修正）
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厚生労働省
ホームページ
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厚生労働省
ホームページ



病床機能再編支援給付金要望調査

◆対象医療機関 療養病床又は一般病床を有する医療機関（２７医療機関）
◆意向調査期間 令和７年６月１１日～２５日

医療機関名 斎藤産婦人科医院（産科・婦人科）

所 在 地 熊本県菊池市片角294-2

現行の許可病床数 14床（急性期）

病床稼働率 25.2% （平成30年度稼働率）

変更後の許可病床数  7床（急性期）

病床数減少の
スケジュール

減床実施予定時期：令和8年2月〜3月
完 了 予 定 時 期：令和8年3月末

5

病床機能再編支援給付金要望調査



病床機能を
急性期として

選択している理由

当院は産科有床診療所として、分娩、（緊急・選択
的）帝王切開術、産褥期管理など、急性期に該当する短
期集中治療・管理を実施している。
入院日数も短期であり、医師・助産師による24時間体

制の医療を提供している。

病床減少前の役割

当院は産婦人科有床診療所として、妊産婦に対する分
娩・帝王切開術・産褥期管理等、短期集中的な医療を提
供し、急性期病床に準じる役割を担ってきた。

病床減少後の役割

今後は国の方針である周産期医療の集約化・施設間連
携の推進を踏まえ、病床数を適正化（減少）することで、
菊池地域における妊産婦への安全で質の高い医療を担保
するとともに、他の周産期施設や基幹病院と連携し、地
域全体の周産期医療体制の強化・効率化に貢献する役割
を担う。

病床機能再編支援給付金要望調査
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【斎藤産婦人科医院】
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